
▲更新した最新鋭のはしご付消防ポンプ自動車

宗像地区事務組合だより宗像地区事務組合だより

建
物
火
災
が

全
体
の
６
割
！

火
災
の
原
因

「
た
ば
こ
」が
第
１
位
！

は
し
ご
付
消
防
ポ
ン
プ

自
動
車
を
更
新
！ 

ト
ラ
ッ
キ
ン
グ
現
象
に

御
注
意
！

救
急
出
動
件
数

６
０
０
０
件
超
え
！

救
助
出
動
件
数
４４
件
！

火災件数
（火災の種別）
合計３４件

建物
２２件車両

３件

船舶
1件

その他
8件

※1

火災件数
（火災の原因別）
合計３４件

たばこ
５件

電灯・
電話等の
配線４件

その他
１３件※２

不明・
調査中
６件

たき火
３件放火

 の疑い
   ３件

救急
出動件数
(事故種別）
合計６，０４９件 急病

３，８５０件

一般負傷
９４０件

その他 ２６５件
※3

転院
５７０件

交通事故
４２４件

救助
出動件数
（事故種別）
合計４４件

交通事故
２４件

水難事故
６件

その他
の事故
１１件

※4

火災
2件

建物等による
事故1件

※１「その他
の火災」と
は、空き地
の枯れ草や
道路に置か
れたゴミな
どの火災。

※４「その他
の事故」と
は、登山中
の事故や転
落事故など。

③プラグ表面に炭
化導電路〈トラッ
ク〉ができ、発熱、
発火を起こします。
これをトラッキング
現象といいます

※２「その他」
とは、こんろ
や電気機器
などによる
もの。

※３「その他」
とは、仕事中
や運動競技
中の事故な
ど。

平成２８年中の
火災、救急、救助の概要
平成２８年中の
火災、救急、救助の概要
　平成２８年中に福津市・宗像市で発生した火災・救急・救助の概要をお知ら
せします。　
　火災件数および救助出動件数は前年より減少しましたが、救急出動件数
は６，０００件を超え過去最多となりました。

　平成２８年中に福津市・宗像市で発生した火災・救急・救助の概要をお知ら
せします。　
　火災件数および救助出動件数は前年より減少しましたが、救急出動件数
は６，０００件を超え過去最多となりました。
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　春先の火災が起こりやすい季節にあたり「消し
ましょう　その火その時　その場所で」を全国統
一防火標語に、３月１日（水）から３月７日（火）まで
の７日間、全国一斉に春季火災予防運動が行われ
ます。この運動に合わせ、福津市女性防火クラブ、
宗像地区防災協会と合同で火災予防普及啓発活
動を実施します。
主な行事
・密集地域火災予防広報
・幼年消防クラブ員の「防火ハッピ」着用による通園等
・各地区子ども会による防火夜回りの実施
・JR福間駅・赤間駅での防火チラシ、防火タオル配布
 （３月２日（木）、１７:３０~１８:３０）
■問い合わせ先　消防本部予防課　☎36・３０８０

春季火災予防運動

イベント＆ニュース

■種　類　 上級救命講習：４月１５日（土）、１０月
２１日（土）
9:0０~１８:0０（８時間）（１時間の休
憩があります）
普通救命講習Ⅰ：７月１６日（日）、１２
月１７日（日）9:３０~１2:３０（３時間）

■講習場所　消防本部講堂
■講習内容　心肺蘇生法、ＡＥＤの使用方法、その

他の応急手当　※お気軽にお問い
合わせください。

■募集人数　５０人
■申込方法　電話、メール、FAXでも可
■問い合わせ先 消防本部救急課

☎36・２４５５　ＦＡＸ37・００１１
E-mail　kyukyu@munakata119.jp

定期救命講習の受講者募集
（受講料無料／修了証発行）

　
平
成
28
年
中
の
火
災
件
数
は
34

件
と
前
年
に
比
べ
13
件
減
少
し
、

お
よ
そ
10
日
に
１
件
の
割
合
で
発

生
し
ま
し
た
。
火
災
種
別
を
み
る

と
、「
建
物
火
災
」
が
22
件
で
も
っ

と
も
多
く
、
火
災
件
数
の
６
４
・

７
％
を
占
め
、
次
い
で
「
そ
の
他

の
火
災
」８
件
、「
車
両
火
災
」３
件
、

「
船
舶
火
災
」
１
件
の
順
と
な
り

ま
し
た
。

　
ま
だ
ま
だ
空
気
の
乾
燥
し
た
日

が
続
き
火
災
が
発
生
し
や
す
い
状

況
に
あ
り
ま
す
。
市
民
の
皆
さ
ん

は
引
き
続
き
火
の
元
、
火
の
取
り

扱
い
に
は
十
分
注
意
し
て
く
だ
さ

い
。
ま
た
、
住
宅
火
災
の
早
期
発

見
の
「
切
り
札
」
で
あ
る
住
宅
用

火
災
警
報
器
の
設
置
率
は
宗
像
地

区
で
は
７
３
・
１
％
で
す
。
消
防

本
部
で
は
、
建
物
火
災
に
よ
る
犠

牲
者
「
０
」
を
目
指
し
て
「
住
宅

用
火
災
警
報
器
」
設
置
率
１
０

０
％
を
重
点
目
標
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。
設
置
さ
れ
て
い
な
い
御

家
庭
は
、
早
期
の
設
置
を
お
願
い

し
ま
す
。
ま
た
、
住
宅
用
火
災
警

報
器
本
体
に
も
寿
命
が
あ
り
ま
す
。

設
置
後
10
年
を
目
安
に
交
換
を
お

勧
め
し
ま
す
。

※
詳
細
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
御
覧

く
だ
さ
い
。http://w

w
w
.

m
unakata119.jp/y_juutak
ukasai.htm

l

　
火
災
の
原
因
を
み
る
と
、「
た

ば
こ
」
が
５
件
で
最
も
多
く
（「
そ

の
他
」
及
び
「
不
明
・
調
査
中
」

を
除
く
。）、
次
い
で
「
電
灯
・
電

話
等
の
配
線
」が
４
件
、「
た
き
火
」、

「
放
火
の
疑
い
」
が
３
件
で
あ
り
、

上
位
を
占
め
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら

の
火
災
を
減
ら
す
た
め
に
は
、
喫

煙
場
所
を
決
め
、
灰
皿
に
水
を
張

り
確
実
に
た
ば
こ
の
火
を
消
す
、

た
き
火
や
調
理
中
は
、
そ
の
場
を

離
れ
な
い
、
消
火
器
な
ど
の
消
火

準
備
、
家
の
周
り
に
は
燃
え
や
す

い
も
の
を
置
か
な
い
、
枯
れ
草
は

刈
る
な
ど
簡
単
な
こ
と
か
ら
始
め

て
く
だ
さ
い
。

　
救
急
出
動
件
数
は
６
千
４
９
件

で
、
前
年
に
比
べ
２
５
３
件
増
加

し
、
過
去
最
多
と
な
り
ま
し
た
。

救
急
出
動
件
数
は
１
日
平
均
１

６
・
６
件
で
、
約
87
分
に
１
件
の

割
合
で
救
急
隊
が
出
動
し
、
市
民

の
約
28
人
に
１
人
が
搬
送
さ
れ
た

こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
事
故
種
別
を
み
る
と
、
最
も
多

い
の
は
急
病
の
３
千
８
５
０
件
で
、

高
齢
者
は
脳
関
係
の
病
気
、
成
人

は
消
化
器
関
係
の
病
気
で
搬
送
さ

れ
た
人
が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

体
調
の
変
化
を
感
じ
ら
れ
た
ら
、

で
き
る
だ
け
早
め
に
、
病
気
が
重

く
な
っ
て
し
ま
う
前
に
医
療
機
関

を
受
診
し
ま
し
ょ
う
。
平
成
17
年

か
ら
の
10
年
間
で
、
救
急
出
動
件

数
は
約
１
２
０
０
件
増
加
し
て
い

ま
す
。

　
救
急
車
は
、
大
切
な
命
を
つ
な

ぐ
大
切
な
資
源
で
す
。
救
急
車
の

適
正
利
用
に
御
理
解
と
御
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

　
救
助
出
動
件
数
は
44
件
で
、
前

年
と
同
じ
件
数
と
な
り
、
救
助
さ

れ
た
人
数
は
23
人
で
し
た
。

　
事
故
種
別
を
み
る
と
、「
交
通

事
故
」
が
24
件
と
多
く
、
全
体
の

５
４
・
５
％
を
占
め
て
い
ま
す
。

※
１

次
い
で
、「
水
難
事
故
」（「
そ
の

他
の
事
故
」
を
除
く
。）
が
６
件
で
、

以
下
「
火
災
」
が
２
件
、「
建
物

等
に
よ
る
事
故
」
が
１
件
と
な
り

ま
し
た
。

　
宗
像
消
防
署
で
は
、
平
成
５
年

に
購
入
し
た
は
し
ご
付
消
防
ポ
ン

プ
自
動
車
が
老
朽
化
し
た
た
め
、

最
新
の
車
両
に
更
新
し
平
成
28
年

11
月
か
ら
運
用
を
開
始
し
て
い
ま
す
。

　
は
し
ご
付
消
防
ポ
ン
プ
自
動
車

の
特
徴
は
、
使
い
や
す
さ
を
考
え

た
は
し
ご
の
先
端
屈
折
機
能
や
橋

脚
か
ら
河
川
へ
、
堤
防
か
ら
海
面

へ
な
ど
に
活
用
で
き
る
、
は
し
ご

の
マ
イ
ナ
ス
方
向
へ
の
起
伏
角
度

と
さ
ま
ざ
ま
な
現
場
で
活
躍
で
き

ま
す
。
両
側
の
シ
ャ
ッ
タ
ー
に
は
、

職
員
の
制
服
や
活
動
服
に
も
使
用

さ
れ
て
い
る
ワ
ッ
ペ
ン
の
玄
界
灘

の
波
を
モ
チ
ー
フ
と
し
た
デ
ザ
イ

ン
が
描
か
れ
て
い
ま
す
。

　　
ト
ラ
ッ
キ
ン
グ
現
象
と
は
、
コ

ン
セ
ン
ト
に
差
し
込
ん
だ
プ
ラ
グ

の
周
辺
に
綿
ぼ
こ
り
や
湿
気
な
ど

が
付
着
す
る
こ
と
に
よ
り
、
差
し

込
み
プ
ラ
グ
の
刃
の
間
に
電
流
が

流
れ
、
火
花
放
電
を
繰
り
返
す
こ

と
で
炭
化
し
、
導
電
化
さ
れ
出
火

す
る
現
象
で
す
。

　
当
本
部
管
内
に
お
い
て
も
、
平

成
28
年
中
に
壁
の
一
部
を
焼
く
ぼ

や
が
発
生
し
て
い
ま
す
。
全
国
的

に
も
ト
ラ
ッ
キ
ン
グ
現
象
に
よ
り

全
焼
と
な
っ
た
火
災
が
発
生
し
て

い
る
こ
と
か
ら
、注
意
が
必
要
で
す
。

　
事
故
防
止
の
た
め
に
は
、
自
分

の
家
や
職
場
の
コ
ン
セ
ン
ト
を
確

認
し
、
プ
ラ
グ
を
抜
き
、
乾
い
た

布
で
ほ
こ
り
を
取
り
除
く
な
ど
し

て
定
期
的
に
掃
除
す
る
よ
う
に
し

ま
し
ょ
う
。

　福津市、宗像市の小学４年生を対象に火災予防
に関する防火ポスターを募
集し、約１５００点の応募の
中から優秀作品１４５点を
展示します。
■日時　２月28日（火）～
　　　　３月７日（火）
■会場　「イオンモール福
　　　　津」２階西側イオ
　　　　ン前通路

防火ポスターの優秀作品展示

①コンセン
トとプラグ
の間にホコ
リがたまる

②ホコリが空
気中の水分
を吸収し両
刃の間にわ
ずかな微電
流が流れる


